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桂川の各事業段階における水位の比較について

 桂川の各整備段階におけるH25洪水、 S28洪水の水位縦断を比較

出典:近畿地方整備局提供資料に一部加筆
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HWL超過:約0.9km、現況堤防超過:約0.9km
HWL超過:約8.6km、現況堤防超過:約0.9km
HWL超過:約9.2km、現況堤防超過:約0.9km

HWL超過:約11.0km、現況堤防超過:約2.1km
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桂川の各事業段階における水位の比較(H25洪水)

3出典:近畿地方整備局提供資料に一部加筆
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凡例 HWL以下 HWL超過 現況堤防超過

条件：天ケ瀬ダム再開発完成、川上ダム完成
大戸川ダムは完成または未完成
桂川はH29現況河道、大戸川ダム完成直後の河道、計画
を見直す場合の河道(ただし嵐山地区はH16洪水対応)
越水、溢水による氾濫を考慮

外力：平成25年台風第18号（平均的な湿潤状態）
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HWL超過:約9.7km、現況堤防超過:約0.9km
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桂川の各事業段階における水位の比較(S28洪水)

4出典:近畿地方整備局提供資料に一部加筆
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凡例 HWL以下 HWL超過 現況堤防超過

条件：天ケ瀬ダム再開発完成、川上ダム完成
大戸川ダムは完成または未完成
桂川はH29現況河道、大戸川ダム完成直後の河道、計画
を見直す場合の河道(ただし嵐山地区はH16洪水対応)
越水、溢水による氾濫を考慮

外力：昭和28年台風第13号

委員会終了後に修正



琵琶湖後期放流による宇治川堤防への影響について

• 宇治川堤防の安全性照査は、琵琶湖後期放流時の水位も含めて実施されてい
る。(琵琶湖後期放流時の流量1,500m3/s、継続時間:約100時間)

• それによると、琵琶湖後期放流時は、三川合流部の水位低下により計画高水
位より低い水位となっている(49.0kpでは、HWL:OP+17.68mに対し後期
放流時の水位:OP+15.78mとなっている)

5出典:国聞き取り及び国提供資料

横断図（宇治川49.0k）

設計外力条件

HWL OP+17.68m

琵琶湖後期放流

HWL=17.68m

後期放流時の水位=15.78m



天ヶ瀬ダムの最大限の活用の検討について

6

 事前放流について
• 天ヶ瀬ダムは、淀川水系治水協定(令和2年5月29日)において事前放流を実施するこ

ととされている。
• 予備放流方式のため利水容量はすでに全量活用予定であり、堆砂容量のみを活用す

ることとされ、洪水調節可能容量はダム構造上可能な206万ｍ3のみとなっている。
• 堆砂が進行するまでの間、降雨量や降雨予測の状況により可能な場合は、事前放流

を実施し、異常洪水時防災操作の回避、頻度低減を図っていくこととしているが、
この操作は不確実性を伴う（国聞き取り）。

 再開発後の運用について
• 再開発後の運用については、桂川などの整備状況を考慮し暫定運用も含めて関係機

関と調整予定である（国聞き取り）。

▼ コンジットゲート
42.7m再開発導流部（φ10.3m）41.2m

出典:国聞き取り及び淀川水系における中・上流部の河川整備の進捗とその影響検証に係る委員会資料抜粋に京都府が追記

天ヶ瀬ダム容量配分図


